
 

 

 

 

 

 

 

 朝夕はめっきり冷え込むようになり、体調管理にも一層の気配りが必要な季節とな

りました。 

さて、普通科・職能開発科の現場実習を終えた生徒達には、その成果や課題を振り返

り、今後の進路選択に向けてそれぞれの課題の取り組みに生かしてほしいと思います。 

本号では職能開発科 1年就業体験、普通科３年現場実習、普通科１年職場見学、普通

科保護者向け企業見学会の様子をお伝えします。 

 

■職能開発科 ３年生  

 職能開発科３年生は、卒業後の進路決定に向けて準備を進めております。本校の生徒たちは、新規高

等学校卒業者の採用ルールに従い就職を目指しております。高校生の採用選考は毎年９月１６日以降に

開始となり、本校でも採用選考がスタートしております。選考の内容は各事業所によって違いますが、

ほとんどのケースで面接試験が行われます。面接でどのようなことが聞かれるのか、御紹介いたします。 

・自己紹介 

・志望の動機 

・自己 PR（自分の強み・弱み） 

・実習をして得意な作業・苦手な作業 

・実習の感想（職場の雰囲気など） 

・入社後の通勤経路（通勤は問題ないか） 

・定期通院、定期服薬の有無 

・配慮事項           など 

 

履歴書の作成から面接練習などを学校で行い、採用選考に向かいます。当日は緊張すると思いますが、

今できる精一杯で自分の気持ちや考えを伝えます。自分で選び、自分で決めるこのプロセスが働き続け

る定着に向けた第一歩です。ぜひ御家庭でも応援してあげてください。 

 

 

■普通科２年・３年 現場実習 

普通科２年生は、初めての現場実習を行っています。慣れない環境や初めての経験で、緊張しなが

らも新しいことにチャレンジする。これにより現在の自分にとって「できた」や「難しい」を知るこ

とを目的にしています。現場実習後は、「実習の振り返りと今後の目標」のシートを活用し、現場実習

での成果と課題を家庭と学校で共有して卒業後の生活に必要な支援を考え、卒業後の進路選択に繋げ

ていきます。 

普通科３年生は、福祉施設や企業などでの現場実習を通じて、適性に合った進路の方向性が定まり

つつあります。今後、福祉施設希望の生徒は各区福祉課への申請や手続きが、企業希望の生徒は採用

選考を控えていたりと、進路決定に向けた大事な時期となっていきます。 

 

 

■普通科保護者向け企業講演会 報告  

１１月７日(木)に新日東電化株式会社、リベラル株式会社の２社による保護者向け企業講演会を実

施しました。両社とも多くの障害者を雇用されており、企業概要や具体的な業務内容と業務での配慮

事例、また、企業が求める人材や、働き続ける上で大切なこと、在学中から就職後について御家庭で

心がけていただきたいことについても、具体的な事例を挙げてお話をいただきました。保護者の方か

らの質問にもお答えいただき、卒業後の進路について情報を得る良い機会となりました。 

今後も保護者向けの見学会を予定しております。改めてお知らせを配布する予定です。 
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■普通科１年 職場見学  

１１月１３日（水）に職場見学に行きました。高等部に入学して初めての進路行事で、緊張しなが

らも期待感をもって参加することができました。職場の雰囲気を感じたり、色々な仕事を体験したり

することで、働くことへの意欲につながる見学となりました。また、事前学習で考えた質問を現場で

働く方にたずねる機会もありました。挨拶や時間の管理が仕事をする上で特に大切な力であること

を、改めて確認することができました。今回の見学で進路に向けた意識を高めることができ、また

日々の学校生活で生かしていけるように指導していきます。 

見学後は、当日の写真などを用いて事後学習を行いました。学んだことを模造紙にまとめること

で、他の見学先についても知識を深める機会となりました。３学期には、２回目の職場見学を予定し

ています。ぜひ、自分の進路を考えるきっかけになればと思います。 

 


